
株式会社 しちだ・教育研究所

事業内容

人事課 課長
牛尾 巧さん

胎児～高齢者の能力開発に関する教材開発およ
び制作、通信販売、通信教育、国内、海外の幼児・
小学生教室の運営

株式会社 しちだ・教育研究所

公式サイトは
こちら

0855-52-4803

saiyo@shichida.com

採用直通 TEL

採用直通 E-mail

資料請求・お問い合わせ先

採用担当者からあなたへ

～人が人としてより良く生き
ていくために、私たちは創造
を続ける～私たちのミッショ
ンです。人の成長に関わる
ことに喜びを感じていただ
ける方、そして素直で勉強
好き、好奇心旺盛な方を求
めています。教育学を専門
に学んでいなくても、七田式
教育の理解と実践に取り組
んでいただける研修制度を
ご用意しております。特別な
知識や経験は必要ありませ
ん。また、若手が多い会社で
あり、さまざまなことにチャ
レンジしていただけます。

創　業　昭和53（1978）年10月10日
代表者　代表取締役　七田 厚
社員数　77名（男22名　女55名）
本　社　島根県江津市嘉久志町2345-5
電　話　0852-52-4803

江津市

研究開発部
関谷 菜々子さん（24）

2022年入社

心を育て、子供の可能性を引き出す
「ほめる」環境の中、自己肯定感も向上
　大学で幼児教育を学ぶ中、保育や教育の現場だけでなく、
子供の心理や脳の仕組みを研究する道もあると知った。「島根
に根差して世界に教育理念を発信していること。心の教育を
重視している点が私の想いに合致しました」
　0歳児から小学生まで計6クラスの講師を務めるほか、全国
の七田式教室の講師への指導、教材制作にも携わる。「子供
の可能性の大きさや成長に驚かされる毎日です」。五感が敏感
な0歳児の赤ちゃんには、胎内で聞いていた母親の血流に似
た音を聞かせたり、目を動かして物の情報を捉える練習をした
りして、子供の力を引き出していくという。
　入社後、自身の自己肯定感も向上。「ほめて育てる」という
当社のスタイルは社員にも大きな影響を与えている。

アジア・欧州海外４カ国を担当
次世代担う子供の育成をサポート
　学生時代、ルワンダやインドネシアなど海外の教育現場を
訪問し、教育のもつ可能性の大きさを実感した。「教育を通し
て次世代を担う子供を育てるサポートをしたい」。芽生えた想
いは、胎児の頃から小学5年生まで受けていた七田式教育へ
とつながった。「不登校だった中学時代、将来への希望を持ち
続けられたのは家族や先生たちの深い愛情のおかげ」
　ミャンマー、イギリスなど4カ国の担当者として、各国オー
ナーらをサポート。文化や言葉の違いに配慮しつつ、七田式
理念を伝えている。SNSなどを通じた海外向け情報発信も担
当。「中東や南米など遠くの国からもFCや書籍の問い合わせ
があります。海外での広がりは今後も進むはず。丁寧に浸透
させていきたい」

国際部
山本 若奈さん（24）

2022年入社

「認めてほめて」の理念に共感
理系思考を生かし、マーケティング力発揮
　しちだ・教育研究所のオリジナル教材は、知育玩具から小
学生用プリントまで数百種類。山田さんは、ECサイト運営を
通して教材の魅力発信に注力する。「ボタンの色や位置を変え
るだけでアクセス数が伸びることも。データ分析をしつつ、多
くの人に興味を持ってもらえるよう試行錯誤しています」
　兵庫県出身。島根大学では物質科学を学び、アプリ開発や
ソーラーパネル関連企業などを就職先に考えていた。そんな
中、合同説明会で目にした七田式教育に遭遇。「大学で新入
生サポートに関わった経験から、『認めてほめて』の理念に強
く惹かれて。変化し続ける新技術より、古くから未来まで常に
必要とされてきた教育に大きな意義を感じました」。理系思考
を生かし、マーケティング力を発揮している。

マーケティング部
山田 尚輝さん（26）

2020年入社
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が
、
本
質
は
何
一
つ
変
え
て

い
ま
せ
ん
。
子
育
て
に
お
い
て
、
心
の
教

育
の
重
要
性
は
不
変
な
の
だ
と
実
感
し
て

い
ま
す
」
と
、
七
田
厚
社
長（
60
）は
温
か

な
眼
差
し
を
向
け
る
。

　
若
き
日
の
創
始
者
、
七
田
眞
氏
が
ド
イ

ツ
人
牧
師
の
本
を
機
に
知
っ
た
の
が
、「
才

能
逓て

い

減げ
ん

の
法
則
」。
子
供
の
脳
に
は
驚
異

の
可
能
性
と
吸
収
性
が
あ
り
、
そ
の
能
力

は
小
さ
い
時
期
ほ
ど
大
き
く
、
年
齢
が
上

が
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憶
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親やスタッフら関わる大人たちの深い愛情が、子供たちの無限の可能性を引き出し、豊かな人間性を育んでいく 2023年5月にリニューアルした新社屋 社内は開放感あふれるワ
ンフロアで、部署を越えたコミュニケーションも活発だ 「人を喜ばせようと意識していると皆、自然と笑顔になるのです」と七田社長
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